


要約:現在臨床の実際に汎用されている妊娠初期の超音波断層検査による胎児頭臀長を指

標とした妊娠週推定法の正確性、実用的意義を検討した。563 例を対象に、最終月経、大

腿骨長、大横径、頭臀長と妊娠持続日数の分布と平均持続日数との関係について Welch の

t 検定、Wilcoxon の順位和検定を行い、頭臀長、大横径、大腿骨長、最終月経の順に正確

であると結論された。


